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垂

も参加!地域の防災訓練 （ 6InW同邑 (目次）

排気ガス規制の内容

（大気汚染を考える） ……2～3

飯能市との関係(中山氏）……“･4

小山ダム”………………………. ､5

女性の人権ホットライン………6

薬剤師さんのアドバイス………8

図書館だより……………………9

情報宅配便。お知らせ……10～11

読者情報・スポーツ………12～13

まちの話題(まちづくり調詮）…14～15

ファインダーの向こう…………16

10月5日(日)向洋台団地自治会

が主催した自主防災訓練が、団地

内の児菫公園で行われました。内

容は震度6弱の地震発生を想定し

た実践的なもので、消防署や地元

の消防分団などの指導協力を得て

行う避難言|| |練、バケツリレーによ

る消火や応急手当の訓練などです。

毎年200人以上が参加して行われ、

いざという時の心構えや各個人が

担う具体的な役割と行動を、地域

ぐるみで再確認しています。
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東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
の
一
都
三
県
で
、
’
○
月
一
日
か
ら

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
走
行
規
制
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
車
登
録
か
ら
七
年

を
超
え
た
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
な
ど
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
は
§
排
ガ
ス
浄
化

装
置
を
付
け
な
い
限
り
首
都
圏
を
走
行
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
車
も
含
め
、
二
○
○
五
年
か
ら
は
世
界
最
高
水
準
で
厳
し

く
な
る
と
い
わ
れ
る
「
国
の
排
ガ
ス
規
制
」
な
ど
を
検
証
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
お
よ
び

こ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
に
し
た
特
殊
自
動
車
（
キ
ャ

ン
ピ
ン
グ
カ
ー
、
清
掃
車
、
冷
蔵
冷
凍
車
な
ど
）

で
、
自
家
用
・
業
務
用
を
問
い
ま
せ
ん
。

一
般
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
乗
用
車
は
対
象
外
で
す
。

一
○
月
一
日
以
降
、
条
例
で
定
め
ら
れ
た
Ｐ

Ｍ
排
出
基
準
に
適
合
し
な
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
は

首
都
圏
（
一
都
三
県
）
を
走
行
で
き
ま
せ
ん

（
た
だ
し
、
新
車
登
録
か
ら
七
年
間
は
規
制
適
用

が
猶
予
さ
れ
ま
す
）
。
不
適
合
車
は
、
酸
化
触
媒

付
き
の
最
新
の
規
制
適
合
車
や
低
公
害
車
に
買

い
替
え
る
か
、
指
定
さ
れ
た
粒
子
状
物
質
を
減

少
さ
せ
る
Ｄ
Ｐ
Ｆ
を
装
着
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
違
反
車
の
運
行
責
任
者
が
運
行
禁
止
命
令

に
従
わ
な
い
場
合
は
、
条
例
に
よ
っ
て
五
○
万

円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

｜
Ｆ
都
逗
嗅
切
口
応
忠
？
□
叩
■
Ⅱ
”

デ
訂
祁
ゼ
ル
車
排
ガ
ズ
規
制

ｰ

①
Ｎ
Ｏ
Ｘ
、
②
Ｐ
Ｍ
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
み
）
、

③
Ｈ
Ｃ
、
④
Ｃ
Ｏ
。

昨
年
一
○
月
に
施
行
さ
れ
た
「
自
動
車
Ｎ
Ｏ

Ｘ
（
窒
素
酸
化
物
）
・
Ｐ
Ｍ
（
粒
子
状
物
質
）
法
」
。

こ
れ
は
、
排
ガ
ス
の
多
い
車
の
使
用
を
や
め
さ

せ
、
低
公
害
車
へ
の
切
替
え
を
促
す
法
律
で
、

ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
健
康
障
害
の
原
因
物
質
と
い

わ
れ
る
Ｐ
Ｍ
が
規
制
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

大
気
汚
染
防
止
法

こ
れ
に
対
し
「
短
期
規
制
」
「
長
期
規
制
」
と

呼
ば
れ
る
規
制
は
、
大
気
汚
染
防
止
法
に
基
づ

く
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
発
売
さ
れ
る
新
車
の
排

ガ
ス
の
有
害
物
質
（
四
種
類
）
を
規
制
す
る
も

の
で
す
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
と
ガ
ソ
リ
ン
車
で
は

導
入
時
期
が
異
な
り
ま
す
。

規
制
対
象
物
質

■新車に対する日本のデイーゼル車

排出ガス規制値の推移

粒子状物質(PM) (注)規制値は、
g/kwh 車両総重量25t超

（2005年以降は35t超）の車両

08「 Iこ対するもの

国
の
排
気
ガ
ス
規
制

Ｎ
Ｏ
Ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法

0．70(短期規制）

07

94年10月～

ー

0．6

0．5

ディーゼノL磯関

ドイツの機械技師ルドルフ・ディーゼル(1858～1913)が

発明した内燃機関。空気をシリンダー内で圧縮して高温とし＄

そこへ燃料を噴射して自然に点火爆発（拡散燃焼） させ動力

を得ます6圧縮比を高くできるほか、作動ガスの熱比が高い

ため熱効率が高くガゾリンエンジンに比べて同じ仕事量で

も二酸化炭素の排出量が少ない利点があります。

しかし､i拡散燃焼のため混合気が均一にはならず、 PM･

HC･NOxが大量に発生しやすい欠点があります。また燃

料に残留する硫黄が原因の硫黄酸化物も排気ガス中に含まれ

ています。排気ガスに有効に作用する触媒の実用化が、 ヨー

ロッパに比べ遅れていたことなどにより、大気汚染の原因の

一つとして問題視されてきました。

0.4

0.3

0．25(長期規制）

0．2

01

0027(新長期規制）一
00
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1 ■

餡 「大気汚染防止法」
■

:： ■新短期と新長期規制の比較

■ロ■■

新日本加工紙㈱が
進出断念

NK跡地問題

旧日本加工製紙（株）跡地に

進出を希望していたリサイクル

会社「新日本加工紙（株)」の

代表取締役が、 10月221三| (水)に

市役所を訪ｵ1，進出を断念する

意向を正式に伝えてきました。

この結果、 同社の進出の是非を

市民に問う 「住民投票」も、行

われないことになりました。

1 (濡鯛) |削減率
可

」

トラック

1.7ﾄﾝ以下

バス

PMO.052

NOx0.29

0.0139/km

0.149/km

％
％

５
０

７
５

0.0159/km

0.259/km

６
９

０
４

０
ＱＸ

Ｍ
Ｏ

Ｐ
Ｎ下

超
以

ン
ン

卜
卜

７
５

１
３

75％

49％

箪篭3.5ﾄﾝ超 PM O.18 0.0279/kwh

NOx3､38 2.09/kwmh

85％

41％ 国の産業を支えてきたディー

ゼルエンジンも、環境への配

慮が必要になりました。
$ g/km=走行1km当たりの排出量(9)
u: g/kwm=エンジンの回転量1kWh当たりの排出量(9)

「
新
短
期
規
制
」
は
二
○
○
○
年
一
○
月
か

ら
ガ
ソ
リ
ン
車
、
続
い
て
昨
年
一
○
月
か
ら
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
を
対
象
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
新
長
期
規
制
」
は
二
○
○
五
年
一
○
月
か

ら
導
入
さ
れ
、
す
べ
て
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
と
、

一
年
遅
れ
の
二
○
○
六
年
導
入
と
な
る
「
軽
ト

ラ
ッ
ク
」
を
除
い
た
ガ
ソ
リ
ン
車
が
対
象
に
な

り
ま
す
。
（
上
記
比
較
表
参
照
）

第
七
Ⅱ
次
答
Ⅱ
申

そ
し
て
今
年
七
月
末
に
出
た
中
央
環
境
審
議

会
（
環
境
相
の
諮
問
機
関
）
の
答
申
「
自
動
車

排
出
ガ
ス
低
減
対
策
に
関
す
る
第
七
次
答
申
」

で
は
、
「
軽
油
の
低
硫
黄
化
対
策
」
も
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
規
制
の
導
入
時
期
は
今
の
と
こ

ろ
未
定
で
す
が
、
二
○
○
七
年
か
ら
二
○
○
八

年
ご
ろ
に
導
入
さ
れ
れ
ば
、
軽
油
に
含
ま
れ
る

硫
黄
濃
度
を
現
在
の
五
分
の
一
の
一
○
川
に
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

も
と
も
と
排
ガ
ス
中
の
Ｎ
Ｏ
ｘ
（
窒
素
酸
化

物
）
と
Ｐ
Ｍ
（
粒
子
状
物
質
）
の
同
時
削
減
は

そ
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
う
え
で
同
時
削
減
が

至
難
の
技
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｍ
は
い
わ
ば
エ
ン
ジ
ン
か
ら
出
る
燃
え
カ

ス
の
よ
う
な
も
の
で
、
高
温
に
よ
る
完
全
燃
焼

の
度
合
い
を
高
め
る
事
で
削
減
す
る
事
が
可
能
。

一
方
Ｎ
Ｏ
Ｘ
は
、
燃
焼
性
を
高
め
れ
ば
高
め

る
ほ
ど
、
エ
ン
ジ
ン
内
に
送
り
込
ま
れ
る
空
気

の
窒
素
と
酸
素
の
反
応
が
促
進
さ
れ
排
出
量
が

増
え
る
た
め
、
こ
れ
を
低
減
す
る
た
め
に
は
エ

ン
ジ
ン
の
燃
焼
性
・
燃
焼
温
度
を
下
げ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
Ｎ
Ｏ
Ｘ
と
Ｐ
Ｍ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

難
し
い
同
時
削
減

ー

一
方
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
は
ガ
ソ
リ
ン
車
よ
り

も
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
が
二
～
三
割
少
な
い

の
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
と
い
う
点
で
は
貢
献

し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
燃
料
効
率
で
も
デ
ィ
ー

ゼ
ル
の
優
位
性
は
動
か
ず
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
は

燃
費
性
能
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
乗
用
車
に
占
め
る
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
比
率
が
六
割
に
達
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
ン
ジ
ン
そ
の
も
の
の
耐
久
性
に
つ

い
て
も
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
が
三
○
万
か
ら
一
○
○

万
キ
ロ
走
行
で
き
る
程
度
の
耐
久
性
を
持
つ
の

に
対
し
て
、
ガ
ソ
リ
ン
車
は
一
○
万
か
ら
三
○

万
キ
ロ
程
度
で
、
総
合
的
な
経
済
性
の
差
は
ま

だ
歴
然
と
し
て
い
ま
す
。

の
削
減
に
は
全
く
正
反
対
の
対
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
り
、
さ
ら
に
削
減
の
規
制
値
が
高
い
ほ

ど
対
策
の
両
立
は
困
難
と
な
り
ま
す
。

各
メ
ー
カ
ー
は
次
の
三
つ
の
技
術
を
複
合
的

に
使
っ
て
「
新
短
期
規
制
値
」
を
ク
リ
ア
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

○
コ
モ
ン
レ
ー
ル
電
子
制
御
で
エ
ン
ジ
ン
内

の
燃
焼
環
境
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
装
置
。

○
ク
ー
ル
ド
Ｅ
Ｇ
Ｒ
排
ガ
ス
を
再
循
環
さ
せ

て
酸
素
濃
度
を
下
げ
る
事
で
Ｎ
Ｏ
ｘ
を
低
減
。

そ
の
再
循
環
パ
イ
プ
に
冷
却
装
置
を
配
置
し

燃
焼
温
度
を
下
げ
る
事
で
、
よ
り
一
層
の
低

減
が
可
能
。

○
Ｄ
Ｐ
Ｆ
（
下
記
参
照
）
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
は
経
済
的

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

今
後
の
技
術
的
対
策

ー

I■■'■■■!■■■■■■■】■■■{■■■■■■■■■!■■■■!■■■1ロ■■Ⅱ■

F1■■■■■■■!■■ロ■■■!･■■■，■■■!･■ロ】･ロロ!｡■■■■■■!･■■!･■画■■■!■■■■■■，ﾛ ，ﾛ■d

酸化触胴
ロ.!■.■■■■■!■■■0■■■再■■■!■!■■!■■■,■卸■■､■■!■■!■■ロ■■!■■■■■■!■■!■■■■■■,■■

白金などの触媒による酸化作用でPMを減少させ

る装置。 PMの減少率はDPFより低いものの、H

CおよびC○を大幅に減少させ、排気ガス臭を低減

させます。消音室を備えたマフラー一体構造のため、

標準装備のマフラーと交換するだけでよく、改造申

請も不要です。装着後のメンテナンスも一切不要で、

腐食性に優れたステンレス製であるため、鉄製マフ

ラーを使用している車では交換後の寿命がむしろ長

くなり、価格面でも30万円程度で導入できるメリヅ

トがあります。

D P F
p．,■■■■!■■■!■■■!■■■!■■■!■I■■■!■■■!■■■■■．,．．．■．■,．,．．‘．．．O■■■!■■■■!■■ユ

ディーゼル・パティキュレート・フィルターの略。

ディーゼルエンジン排出ガスに含まれるPMや黒煙

をフィルターで捕集して除去する装置。二つのフィ

ルターで構成され、一方のフィルターでPMや黒煙

を捕集し、たまった場合にはフィルターを切り替え、

燃焼ヒーターでススを焼却処理することで除去能力

を維持するシステム。高価なものでは100万円以上

となり、小型トラック用でも30万円になるほか、走

行条件によってはPMや黒煙を完全燃焼できないた

め、定期的な清掃作業が必要になります。

Ｐ
Ｍ
（
粒
子
状
物
質
）

除
去
装
置

3
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中
山
氏
の
先
祖
は
、
鎌
倉
時
代

の
武
士
で
源
頼
朝
の
家
来
、
加
治

氏
で
、
そ
の
子
孫
が
後
に
現
在
の

飯
能
市
中
山
に
移
り
、
「
中
山
」

姓
を
名
乗
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
臣
秀
吉
天
下
統
一
の
と
き
、

北
条
氏
の
関
東
の
拠
点
で
あ
っ
た

小
田
原
城
の
支
城
で
あ
る
八
王
子

城
に
総
攻
撃
が
仕
掛
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
八
王
子
城
を
最
後
ま
で

守
り
、
勇
壮
な
最
期
を
と
げ
た
の

い
え
の
り

が
中
山
家
範
で
し
た
．
そ
の
素
晴

ら
し
い
武
勇
を
聞
い
た
徳
川
家
康

は
、
家
範
の
二
人
の
子
ど
も
で
あ

て
る
も
り
の
ぶ
よ
し

る
中
山
照
守
と
信
吉
を
召
し
抱
え
、

徳
川
家
家
臣
と
し
ま
し
た
．

｜
月
一
日
一
土
一
飯
能
市
の
市
制
施

行
五
十
周
年
式
典
に
お
い
て
友
好

都
市
の
盟
約
を
締
結
し
ま
し
た
．
飯

能
出
身
の
武
士
、
中
山
氏
が
縁
で
あ

る
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
す

が
、
そ
の
始
ま
り
は
遠
く
戦
国
時
代

末
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

信
吉
が
松
岡
中
山
氏
の
祖

高
萩
市
と
埼
玉
県
飯
能
市
が
、
十

ヒ
ヒ

ム
ロ
同

宝
丁

＄

江
戸
時
代
、
竜
子
山
城
を
松
岡

城
と
改
称
し
、
城
の
整
備
を
お
こ

な
っ
た
戸
沢
政
盛
は
幕
府
の
出
羽

方
面
大
名
統
制
の
強
化
策
の
た
め

同
国
へ
配
置
替
え
と
な
り
ま
し
た
．

そ
の
後
松
岡
の
領
地
は
水
戸
藩
に

長
男
照
守
は
家
康
の
子
、
秀
忠

に
仕
え
、
後
に
二
千
五
百
石
の

た
い
し
ん
は
た
も
と

大
身
旗
本
と
な
り
ま
し
た
。
寛
永

十
一
年
に
亡
く
な
り
飯
能
市
の
能

仁
寺
に
葬
ら
れ
て
い
ま
す
．
二
男

信
吉
は
伏
見
城
中
で
賊
を
捕
ら
え

す
ん
ぷ

た
り
、
駿
府
城
火
災
の
時
に
、
家

よ
り
ふ
さ

康
の
第
十
一
子
頼
房
を
助
け
出
す

ふ
や
く

な
ど
の
働
き
を
し
、
頼
房
の
傅
役

（
幼
君
を
養
育
し
補
佐
す
る
役
）

を
命
ぜ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
頼
房

を
初
代
藩
主
と
し
て
水
戸
藩
が
創

つ
け
が
ろ
う

設
さ
れ
る
と
、
水
戸
家
附
家
老
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
水
戸
藩
の
二

代
目
藩
主
を
決
め
る
際
に
、
当
時

み
つ
ぐ
に

ま
だ
六
歳
で
あ
っ
た
光
圀
（
水
戸

黄
門
）
を
推
挙
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
．

高
萩
（
松
岡
城
）
と
中
山
氏

､

$ IL〆

引
き
継
が
れ
、
中
山
信
吉
の
子
で

の
ぶ
ま
さ

あ
る
信
正
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

中
山
家
は
水
戸
家
の
家
臣
と
い

う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
が
、
そ
の

石
高
は
二
万
石
で
、
幕
府
か
ら
譜

代
大
名
に
準
ず
る
待
遇
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
当
時
と

し
て
は
大
名
と
同
一
視
さ
れ
る
よ

う
な
一
面
も
あ
り
ま
し
た
。

の
ぶ
は
る
の
ぶ
ゆ
き
の
ぶ
な
り

信
正
以
降
、
信
治
、
信
行
、
信
成

と
松
岡
城
を
居
所
と
し
て
い
ま
し

の
ぶ
と
し

た
が
、
宝
永
四
年
、
六
代
目
信
敏

の
と
き
に
太
田
〈
常
陸
太
田
市
）
に

ち
ぎ
よ
う

知
行
替
え
《
所
領
が
移
る
こ
と
）
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
後
約
百
年
間

に
わ
た
っ
て
中
山
氏
と
高
萩
の
関

係
は
途
絶
え
ま
す
が
、
十
代
目

の
ぷ
た
か

信
敬
の
代
に
再
び
松
岡
に
知
行
替

え
と
な
り
ま
す
．
信
敬
は
、
か
つ

て
信
正
が
与
え
ら
れ
た
旧
松
岡
城

地
に
館
を
作
り
、
新
た
な
別
高
知

行
地
を
松
岡
附
と
名
付
け
ま
し
た
。

の
ぶ
あ
き

そ
の
後
十
四
代
目
信
徴
は
松
岡

藩
の
藩
主
と
な
り
ま
し
た
が
、
や

が
て
版
籍
奉
還
と
な
り
、
廃
藩
置

県
を
迎
え
ま
す
．
松
岡
藩
は
松
岡

県
と
な
っ
た
後
、
茨
城
県
に
統
一

※
お
詫
び
と
訂
正

市
報
川
月
号
６
ペ
ー
ジ
掲
載
記
事

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
「
の
う

じ
ん
じ
」
↓
「
の
う
に
ん
じ
」

さ
れ
ま
し
た
。

’
五
九
○
年
（
天
正
昭
）
八
王
子
城
が
前
田
利
家
、
上
杉
景
勝
の
連
合
軍
に

攻
め
ら
れ
て
落
城
．
中
山
家
範
が
討
ち
死
に
す
る
。

徳
川
家
康
が
江
戸
城
に
入
る
。
中
山
家
範
の
子
、

照
守
と
信
吉
が
家
康
に
見
出
さ
れ
て
、
徳
川
家
に

仕
官
す
る
．

一
六
○
三
年
（
慶
長
８
）
家
康
が
征
夷
大
将
軍
と
な
る
．
家
康
の
居
城
伏
見

城
で
中
山
信
吉
が
賊
を
捕
ら
え
る
。

’
六
○
七
年
（
慶
長
岨
）
駿
府
城
火
災
の
時
、
信
吉
が
家
康
の
子
頼
房
を
助

け
出
す
．
家
康
の
命
に
よ
り
信
吉
が
頼
房
の
傅
役

と
な
る
。

一
六
○
九
年
（
慶
長
Ⅲ
）
信
吉
が
水
戸
藩
、
徳
川
頼
房
の
附
家
老
と
な
る
．

一
六
二
八
年
（
寛
永
５
）
信
吉
の
子
信
正
が
父
に
代
わ
っ
て
、
水
戸
藩
の
政

務
に
あ
た
る
。

一
六
三
三
年
（
寛
永
Ⅲ
）
頼
房
の
お
世
継
ぎ
に
つ
き
、
信
吉
は
徳
川
光
圀
（
水

戸
黄
門
）
を
推
挙
す
る
．

一
六
四
六
年
（
正
保
３
）
信
正
が
松
岡
領
主
と
な
る
．
以
後
信
治
、
信
行
、

信
成
が
松
岡
領
を
統
治
す
る
。

’
七
○
七
年
（
宝
永
４
）
中
山
信
敏
の
時
、
常
陸
太
田
へ
知
行
替
え
と
な
る
．

’
八
○
三
年
（
享
和
３
）
中
山
信
敬
の
時
、
再
び
松
岡
に
復
帰
し
、
松
岡
領

主
と
な
る
。

一
八
六
八
年
（
明
治
元
）
中
山
信
徴
の
時
、
版
籍
奉
還
に
よ
り
水
戸
藩
か
ら

松
岡
藩
と
し
て
独
立
．

’
八
七
一
年
（
明
治
４
）
廃
藩
置
県
に
よ
り
、
松
岡
藩
は
松
岡
県
と
な
る
が
、

同
年
の
十
一
月
に
茨
城
県
に
統
一
さ
れ
た
．

中
山
家
当
主
は
松
岡
歴
代
領
主

の
ぷ
よ
し
の
ぷ
ま
さ
の
ぷ
は
る
の
ぶ
ゆ
き
の
ぶ
な
り
め
ぶ
と
し

①
信
吉
②
信
正
③
信
治
ｌ
④
信
行
ｌ
⑤
信
成
⑥
信
敏
ｌ

の
ぶ
ゆ
き
の
ぶ
ま
さ
ま
さ
の
ぷ
の
ぶ
た
か
の
ぷ
も
と
の
ぶ
も
仰
ぎ

⑦
信
順
⑧
信
昌
ｌ
⑨
政
信
ｌ
⑩
信
敬
ｌ
⑪
信
情
⑫
信
守
ｌ

の
ぶ
シ
み
”
ぷ
あ
き
の
ぷ
ざ
ね
の
ぶ
つ
わ

⑬
信
宝
ｌ
⑭
信
徴
ｌ
⑮
信
實
⑯
信
常

※
中
山
氏
の
松
岡
地
方
統
治
は
一
二
九
年
間

ー

中
山
氏
（
松
岡
城
）
関
係
年
表

晒l
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悲
雍
懇
舜
平
璃
森
訟
凝
が
唯
燕
錨
鯲
繩
や
獅
瀞
獅
沁

離 卜打設工事が終了し、いよいよ来年からはダムに水を貯め始める予

:定です｡佳境に入ったダﾑ建設の過程と.二度と足を踏み入れる二
割とができないダム湖底での「小山ダムまつり」の様子を通して、高

専まりつつある同地区の地域活性化への期待などを考えてみました。
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：
森
や
１
惣
塞
毎

義
”
Ｉ
僧

(完成したダムえん提）

県
下
最
大
と
な
る
そ
の
規
模
は
、
え
ん
堤

の
高
さ
が
六
五
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
が
四
六
二

メ
ー
ト
ル
、
総
貯
水
量
は
一
六
六
○
万
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
大
き
さ
は
花
員
ダ
ム
と

比
較
す
る
と
、
え
ん
堤
の
高
さ
で
約
一
・
五

倍
、
長
さ
で
約
二
倍
、
総
貯
水
量
で
は
約
六

倍
に
も
な
り
ま
す
．
治
水
対
策
の
他
、
都
市

用
水
と
し
て
水
道
用
水
｛
高
萩
・
北
茨
城
市

合
計
二
日
当
り
二
八
、
二
○
○
立
方
メ
ー

ト
ル
、
工
業
用
水
三
二
、
二
八
○
立
方
メ
ー

ト
ル
の
取
水
を
可
能
と
し
ま
す
。

地
形
や
地
質
な
ど
で
決
定
さ
れ
る
と
い
う

ダ
ム
の
形
状
種
碧
は
「
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム
」
と
い
う
も
の
で
、
小
山
ダ
ム
は
基

礎
地
盤
と
な
る
岩
盤
の
地
質
が
そ
の
決
め
手

に
な
り
ま
し
た
。

調
査
か
ら
完
成
に
至
る
ま
で
実
に
三
五
年

と
い
う
長
い
月
日
を
要
す
る
大
北
川
総
合
開

発
事
業
の
小
山
ダ
ム
建
設
．
大
北
川
の
河
川

氾
濫
を
防
ぐ
洪
水
調
節
の
ほ
か
、
水
道
・
工

業
用
水
や
農
業
用
水
の
供
給
な
ど
の
多
目
的

ダ
ム
と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
．

昭
和
四
六
年
の
予
備
調
査
を
皮
切
り
に
諸

調
査
の
後
、
昭
和
六
二
年
か
ら
は
計
画
地
内

に
か
か
る
一
五
戸
の
家
屋
の
移
転
が
始
ま
り

ま
し
た
．
平
成
六
年
に
は
本
体
工
事
着
工
．

ダ
ム
エ
事
の
経
過

県
下
最
大
規
模
の
ダ
ム

三
五
年
間
に
お
よ
ぶ
大
事
業

ー

ま
た
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
利
用
し
た
ダ

ム
周
辺
の
環
境
整
備
事
業
計
画
も
進
行
中
で
、

公
園
や
展
望
施
設
、
キ
ャ
ン
プ
場
や
管
理
釣

り
場
な
ど
の
整
備
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
．

こ
れ
ら
の
環
境
整
備
に
よ
っ
て
、
治
水
対
策

や
様
々
な
水
需
要
に
対
応
す
る
だ
け
で
な
く
、

観
光
に
よ
る
経
済
効
果
や
同
地
区
の
地
域
活

性
化
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
．

平
成
一
二
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
本
体
コ
ン

ク
リ
ー
ト
打
設
工
事
も
、
今
年
一
○
月
二
二

日
に
終
了
し
ま
し
た
．
現
在
は
え
ん
堤
上
を

通
る
道
路
《
橋
一
の
整
備
や
仮
排
水
路
〈
川
の

水
を
抜
く
ト
ン
ネ
ル
）
の
閉
塞
工
事
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
．
そ
し
て
、
平
成
一
六
年
の

秋
頃
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
ダ
ム
に
水
を
貯
め

始
め
る
予
定
で
す
。
一
定
量
に
達
す
る
ま
で

に
は
半
年
か
ら
一
年
を
要
し
ま
す
。
そ
の
後

各
検
査
・
点
検
な
ど
を
経
て
、
平
成
一
七
年

度
末
頃
に
は
小
山
ダ
ム
が
完
成
し
ま
す
。

自
然
環
境
を
利
用
し
た
周
辺
整
備

(小山ダムまつり

過
疎
化
が
進
む
横
川
地
区
の
新
た
な
活
性

化
に
向
け
て
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
に
取

り
組
む
横
川
観
光
組
合
。
市
と
と
も
に
、
自

然
を
楽
し
む
人
々
の
交
流
の
場
や
、
若
者
が

集
う
に
ぎ
わ
い
の
場
の
創
出
を
目
指
し
た
取

り
組
み
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
．

一
○
月
二
六
日
〈
且
、
水
を
貯
め
始
め
る

前
の
ダ
ム
湖
底
を
会
場
と
し
た
「
小
山
ダ
ム

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
六
回
目
を

迎
え
る
こ
の
ま
つ
り
に
は
、
約
五
、
○
○
○

人
の
み
な
さ
ん
が
来
場
．
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

「
ダ
ム
堤
壁
へ
の
絵
画
と
サ
イ
ン
」
で
は
ダ

ム
堤
壁
の
一
区
画
〈
縦
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、

横
三
メ
ー
ト
ル
一
に
、
参
加
し
た
三
五
組
の

家
族
連
れ
な
ど
が
思
い
を
込
め
て
絵
や
こ
と

ば
を
壁
面
に
残
し
ま
し
た
．
ま
た
、
会
場
で

は
大
和
太
鼓
の
響
演
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
恒

例
の
地
場
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
ス
ト
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
な
ど
の
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
も
ち

つ
き
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
秋
の
一
日
を
楽

し
み
ま
し
た
。

ダ
ム
ま
つ
り
に
五
、
○
○
○
人

地
域
活
性
化
へ
の
足
が
か
り
と
し
て

ノ
＃ ノ

；

(それぞれに思いを込めて）
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こ
の
よ
う
な
中
で
、
地
域
に
お
け
る
犯
罪
な

ど
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
市
や
市
民
、
事

業
者
及
び
土
地
建
物
所
有
者
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
み
、
よ
り
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
こ
の
条
例
が
定
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

高
萩
警
察
署
管
内
で
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、

平
成
四
年
の
八
七
六
件
か
ら
平
成
一
四
年
は
一
、

三
五
六
件
と
な
り
、
こ
の
一
○
年
間
で
一
・
五

倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
．
こ
の
傾
向
は
全
国
的

な
も
の
で
、
犯
罪
が
増
加
し
凶
悪
化
す
る
傾
向

に
あ
り
、
ま
ん
え
ん
す
る
銃
や
薬
物
、
一
部
の

外
国
人
に
よ
る
関
連
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
管
内
の
犯
罪
は
、
車
上
荒
ら
し
や
自
転
車

の
窃
盗
、
侵
入
窃
盗
（
空
き
巣
）
な
ど
、
住
民
に

と
っ
て
身
近
な
犯
罪
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

増
加
す
る
犯
罪

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

広
報
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
市
民
等
に
安
全
に

対
す
る
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
努
め

る
と
と
も
に
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
の

環
境
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
防
犯
活
動
な
ど

を
行
う
団
体
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

市
の
役
割

地
域
一

「
高
萩
市
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

体
で
犯
罪
の
未
然
防
止 ’所

有
す
る
土
地
や
建
物
が
防
火
・
防
犯
上
危

険
な
環
境
に
あ
る
場
合
は
、
改
善
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
防
犯
活
動
や
事
故
防
止

活
動
、
市
が
実
施
す
る
生
活
安
全
施
策
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
条
例
は
地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
体
制
を
と

る
指
針
と
な
り
ま
す
。
全
国
的
に
窃
盗
が
増
え

て
い
て
、
短
時
間
で
の
犯
罪
が
多
く
、
防
ぐ
に

は
地
域
の
み
な
さ
ん
が
「
み
ず
か
ら
の
安
全
は

み
ず
か
ら
が
守
る
」
と
い
う
意
識
が
必
要
で
す
。

不
審
に
思
っ
た
時
は
少
し
で
も
早
く
ま
た
積
極

的
に
、
警
察
署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
監
視
の
目
が
犯
罪
を
防
ぎ
ま
す
．

不
審
者
を
見
か
け
た
ら
通
報
す
る
な
ど
、
声
を

か
け
あ
っ
て
地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
活
動
を
推
進

し
ま
し
ょ
う
．
市
が
実
施
す
る
生
活
安
全
施
策

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

市
民
・
事
業
者
の
み
な
さ
ん
は

士
地
建
物
を
所
有
す
る
方
は

高萩警察署
生活安全課長

千葉宏平さん

画P

陸愛塗愛媛愛遥驚』
虹

麓鰯
瀞
津
瀞
辮
辮
挿
滞
辮
辮
辮
岸
津
津
瀞
瀞
浄
瀞
辮
洋
洋
津

漣
鋼
鋼
調
調
調
誤
鋼
課
誤
誤
誤
課
識
誤
誤
誤
畿
識
課
誤

遥愛愛陸愛媛愛媛愛塗隆愛暖塗隆 嘘姪裟姪竣雄姪鍾。

公民館講座生に人権啓発

拷雰.零噛;…芋角一謡囎導鈍電唯鑑識…_

…~…~ * " ≠ー篇……～iｱ識辮
鴬､; ､: 噂.: " ＞ '‘ ', ::: ， 増，

《 , ､

｡擬識鴛

==室一一…言==溌軍
甲 一： …室一一一＝野

悪
一

人はみな人権があります。それぞれ個人としての人権

が尊菫されなければなりません。しかし、残念ながら女

性に対する人権侵害が依然として発生しており、大きな

社会問題になっています。職場における男女差別やセク

ハラ、夫やパートナーからの暴力、ストーカーなどの女

性に対するあらゆる人権|曼害について、悩みを持った女

性が気軽に相談できる専用の電話窓□「女性の人権ホッ

トライン」を開設しています。

鷲市の人権擁護委員大森啓三さんは、 10

月1日(水)に開催された中央公民館高萩

のぞみ大学1年生の10月学習会に講師と

して招かれ、 「高萩の自然に学ぶ体験

を通しての話」と題して、はまぎく・ソ

メイヨシノ等の植生、ソメイヨシノと松

村任三、高萩とハマナスなどの講話をし

ました。

講話終了後には人権についての冊子を

女性の人権ホットライン狂029-231-5639

（水戸地方法務局人権擁護課内相談室）

時間毎週月曜から金曜日（祝日を除く)。午前8時

30分から午後5時まで

§配付し、 「お互いの人権を尊菫し合おう」 問合せ茨城県人権擁護委員連合会

と啓発活動を行いました。 盆O29-227－9919

靴
琢亥亥亥亥亥亥フ粥

6

総務課
恋23-2119



溌
辮
鍛
篭
露
鱗
諺
蝿
鶴
滝
歩
録
録
鍾
奄
畿
蜂
識
嬢
電
蕊
蕊
鍵
靭
奄
鱗
騒
鍵
慰
露
癖
溌
織
蟻
懲
鯵
議
鍾
鋤
慧
鱗
睡
錘
鯉
電
織
瀞
識
蕊
癖
鍵
騨
鍵
職
麺
鱗
識
銚
鍾
露
溌
騨
錘
蝉
崎
織
蕊
識
懸
崎
鈩
懲
誕
電
電
鱗
溌
織
燕
蹴
譲
溌
銭
露
啄
鱗
聯
鍵
篭
、
溌
鶏
殿
職
聴
癖

驚
や
蝿
驚
謬
健
謝
恩
爾
麟
愈
噺
棚
呼
睦
偽
＃
徽
嘩
騨
懲
謬
繋
岬
穆
間
圃
：
胃
騨
畿
聯
慰
謝
霧
熟
驚
患
腎
霧
掛
靭
§
諺
蟻
§
留
豊
爾
診
息
脅
幾
腎
勤
醐
脅
偽
呼
儲
鳥
胃
蝋
警
織
農
葡
爵
専
叢
患
辱
患
曹
齢
鶴
§
農
噌
静
患
噌
漁
覇
議
蝋
警
歯
茅
騨
愚
９
鍋
謬
職
魚

食品安全モニターに

関山宏志さん(本町）第2回愛正園コンサート
在宅の障害者のみなさんとともに、黒人プ

ロ歌手によるクリスマスソングを聴きながら、

年の瀬の楽しいひと時を過ごしませんか。

日時 12月17B (水）午後4時から

参加費参加費2， 000円（飲食代含む）

申込み愛正園窓23－6373

》
》

任期は来年の3月末まで

このモニター制度は、今年5月に公布された「食品安全基

本法」に基づき設けられたものです。関山さんは食品衛生管

理者の資格を持つことから応募し、全国470人のモニターの

一人として内閣府から任命されました。

活動内容は、国が食品の安全性の確保のために行う各施策

が、勧告どおり守られているか監視し報告するほか、食品の

安全に関係した意見や要望などを報告するものです。

「アレルギー表示や産地表示、 BSE (狂牛病）関連など、

食品の安全についてはみなさんの関心が高く重要な問題です。

モニターとして、責任を持って務めを果たしていきます｣。

松籟荘増築工事が完了
10月10日(金)に竣工式

1987年に開設されて以来、社会福祉施設と

して大きな役割を果たしてきた松籟荘の増築

工事が完了しました。介護保険制度に切り替

わったことによって増加した各種需要に対応

するための工事です。初めて個室（62室）が

設けられました。 「－
ー

二
科
展
デ
ザ
イ
ン
部
入
選

澪

'蕊溌漁辮…小川克信さん（本町）
かつのぷ

受賞作「鬼面」

「機械や金属類を描くのが好きです。受賞作は

0.4mmのペンを使用した点画でやり直しがききませ

ん。緊張感を持って仕上げる過程が好きです。受

賞はたいへん光栄に思っています」と小川さん。

独学で学んだ小川さんの作品はすべてモノクロー

ム（白黒)・本格的に描き始めてから2年ほどです

が、今回、初出展で初入選しました。

ノーィ人

》
議
錘
癖
鍵
灘
鍵
彌

Ｔ
Ｉ
Ｉ
も
一
三
丁
哉
好
幻
、
『
ｌ
・

霊
誕
嬢
電
溌
睡
錘
難
埼
溌
騒
織
趨
輪
溌
熱
錘
翻
蕊
鱗
齢
錘
曇
露
澱
齢
錘
籍
滝
織
撫
識
鍵
趣
鱗
鯵
鈍
軽
奄
綴
窪
織
熱
趣
鰕
騨
錘
嬬
斡
鱗
誕
鍵
翻
、
縁
騨
鍛
髄
湾
浄

蝸
騨
職
繍
謬
畿
号
陰
§
噂
愚
曾
懲
鞠
噌
蟻
脅
聡
臘
督
亀
曹
診
息
騨
魁
脅
雛
臘
瀞
騨
警
懲
罰
欝
島
曹
幽
勧
胃
燃
噌
懲
患
購
鳥
聯
繋
晶
噌
糺
脅
想
烏
可
患
腎
熱
蝋

ー

おめ羅巻う鑑識いま癖血
ｰ

駅トイレや公共施設八の落書き

やいたずらが目につきます

市のイメージダウンになるため、早く対応

してほしいという声が寄せられています。ス

プレーでの落書きや故意に汚す行為、水道の

蛇口やドアノブが壊されたりして何度も修理

雷
車
甲
信
越

高萩工業高校3年
ひろあき

鈴木啓章さん(北茨城市）

よしきょ

紺野義聖先生(写真右)が指導

10月11日に土浦市で開催

されたこのコンテストには、

1都7県の予選を勝ち抜い

た15人の高校生が出場しま

錘
区
電
気
エ
事
．
》
と
テ
ス
ト
優
跨

謹
r 鐸鑿鳶＝ 私たちの社会生活は、一人

‘ ､: : ､~像← .

ひとりが「責任」を持って行

動することで成り立っています。快適で住み

よいまちをつくるため、みなさんのご協力を

お願いします。

輪
〃益w #i"" ､ '#' 1 w:鐵溌:;繊蕊雛／こ10人(/ノ同ｲ父ヨニかi]｡｣笏しま

した。競技は板(122cm×91cm)の上に配線工事し、

ブレーカーやコンセントなどが課題どおり配置さ

れているか、押さえ具合が適度かなど競うもので

す。正確さと見栄えなどが審査されます。

「昨年は県予選で時間切れ失格となり悔しい思い

をしたので、優勝を目指していました。 この優勝

を励みにしていきます」と鈴木さん。

§職

懲繍
”

#為
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施設概要

(単位:人）

一

特別養護老人ホーム

短期入所生活介護

デイサピスセンター

増加分

38

b

2 0

一
三
口

△
口

88

10

20



Ａ
Ｐ
Ｃ
フ
ァ

鯛酋緬VT1s"§ずZL
高
萩
駅
前
で
創
業
七
十
余
年
の
『
ふ
じ
え
だ
印
品
質
や
大
臺
印
刷
な
ど
で
差
別
化
を
図
っ
て
い
き

刷
』
。
三
代
目
に
あ
た
る
藤
枝
伸
夫
さ
ん
は
、
こ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ゞ
最
近
で
は
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド

十
二
歳
の
時
に
家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。
「
パ
ソ
コ
な
ど
の
電
子
媒
体
を
持
参
し
て
の
印
刷
依
頼
に
も

ン
の
普
及
に
よ
っ
て
家
庭
で
も
年
賀
状
を
は
じ
め
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
と
ぶ
時
代
の
流
れ
に

と
す
る
簡
易
印
刷
が
可
能
に
な
り
、
印
刷
所
の
需
う
ま
く
沿
っ
て
仕
事
を
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

要
が
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。
印
刷
い
ま
す
」
と
藤
枝
さ
ん
。
た
か
は
ぎ

鋤
繍
麗
雷
卦
劃
尹
綴
鮎
躍
畦
蔵
峨

業
界
は
パ
ソ
コ
ン
市
場
に
押
さ
れ
気

味
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
印
刷

、
、
識
》
（
轤
辮
難
舞
鶴
鐸
繩
舜
報
、
篭
“
、

ど
に
も
常
に
｜
｜
役
買
っ
て
い
る
藤
枝
さ
ん
は
「
駅
前
商
店
街
が
さ
び

〃
ん

？
雲
霞

瀬
谷1｢スイッ千OTC？」

、

浩
子
さ
ん

スイッチOTCとは、今ま

で医師が処方して出していた

薬つまり医療用薬を市販の

大衆薬に転用したもので、処

方せんなしで買えるようになっ

た薬のことです。

このように薬局・薬店で貢このように薬局・薬店で買え

’
マ
シ

｛
1，
#､

’ ＝匡ユ邑
る薬を日本では、大衆薬(一

般鶏と言いますが、アメリカではオーバー・ザ・カウンター・

ドラッグ(OTC薬)と表現します。医療用薬からOTC薬

にスイッチ(転用）したので、スイッチ○TCと言うわけで

す。またこれからは「セルフメディケーション」の時代だと

言われています。つまり 「自分で自分の体を知り、軽いうち

に自分で治しましょう」という意味があります。スイッチO

TCの背景にはこのような考えが根底にあるとも言われてい

ます。

具体的には、セラチオベプチダーゼや塩化リゾチームを成

分としたかぜ薬やイブブロフェン含有の解熱鎮痛剤、ファモ

チジン含有の胄腸薬など大衆薬に転用されたものが各種あり、

今後も増加の傾向にあります。

さてこういった傾向を、私たち一般人はどう受け止めたら

良いのでしょうか。医療用薬は良く効きます。良く効けI輻リ

作用もそれなりに出やすくなりますので、間違った用い方は

できません。そこで大切なのは、薬局の薬剤師に指導を求め、

その指導に基づいて、より一層自己を管理していくことでは

ないでしょうか。

ー

微ニュース

蕊
ゆかりの地で環境美化活動

10月18日(土）

飯能市との盟約締結を記念し

て、 中山氏ゆかりの松岡城吐周

辺の環境美化活動が行われまし

た。市文化財專門員から中山氏

と松岡城についての説明を受け、

周辺の清掃作業を行った後、 40

名の参加者全員で竜子山に登り

ました。

し‐

市政モニターの施設見学会
戦没者追悼式

10月10日（金）

市政モニターを対象に市の施

設見学会が行われました。参加

したモニターのみなさんは下水

道や上水道施設、学校給食セン

ターなどを見学。また小山ダム

建設現場では、普段は入ること

のできないダム湖底から完成間

近のえん堤などを見学しました。

10月9日（木）

過ぐる大戦において、尊い犠

牲となられた戦没者の英霊に対

し、追悼の誠を捧げる追悼式が

開かれ、関係者など420人が参

加しました。参加者全員で黙祷

を捧げ平和を祈念し、市勢発展

への決意を新たにしました。
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子供映画会 12月13日(土) 14:30~

アニメ「美しいさいどのひと葉」

「クリスマスのおくりもの」

11月15日(土) 14:30~

「ふきごま」「いるか」 「パトカー」 「はこ」

11月22日(土) 14:30~

絵本 「ふしきなけいたいでんわ」

紙芝居「キツネとタンバリン」

パネルシアター「てぶくろをかいに」

12月10日（水) 14:30~

絵本 「なつペンギン」

紙芝居「クマさんのふゆごもり」

パネルシアター「かさじぞう」

日月火水木金千浬

:

'2 『職耐罷糟
月M:馴柵蝿
⑳⑳⑳⑳ ｜日

図
書おりがみ教室

おはなし会’ 館

窓23-7174

【開館時間1

9:30～17:50

(秋のおすすめ書籍）

週末は親子で釣り つり人社

オートキャンプ場ガイド東日本 』 昭文社

秋を楽しむ中高年からの山歩き ！ ･。 ”主婦の友社

ふるさといばらきの山 ■ 可。'｡ -℃ ･茨城新聞社

週末小さな旅関東周辺紅葉名所と渓谷の散歩道

成美堂出版

◆秋を楽しむ◆

花ごよみ「秋の花」 創元社

秋の烏 』 ， 学習研究社

;Ⅷ大歳時記 i ﾙ ｵ ： Ⅷ 、 ’" '' ‘ ； 集英社

: &星座博物館(秋に Ⅲ ;jい: L ■ 卜 ぎようせい
jいけばな秋冬‘ ” 主婦の友社

季節の絵手紙 主婦の友社

風景写真の撮影テクニック 日本文芸社

車で行ける美術館ガイド -JAF出版社

:茨城の美術館・博物館・資料館 茨城県

ー

図書の検索は図書館ホームページで－

アドレスhttP://www.jsdi.or.jp/~taka-1ib/
幸

＝雰鐸 ” 笠寧李隠 ,蝿 %‘急,鷺.鍵簿鐸瀞帯一塾…諦湾霧

園児と中学生の交流会

10月2日（木）

秋山幼稚園年長児と秋山中学校3年

1組の生徒の交流会が、秋山中学校で

おこなわれました。同校体育館で折り

紙やボールを使っての遊び等をした後、

調理室で中学生手製のフルーツヨーグ

ルトとクッキーを全員で試食しました。

駅前周辺清掃奉仕作業 ー

10月7日（火）

シルバー人材センター事業の普及啓

発促進月間を迎え、 （社)高萩市シルバー

人材センターでは、役員や会員の一部

が高萩駅前と駅東のハーモニーパーク

の清掃を行いました。 2班に別れ、階

段や歩道のごみを掃き清めました。

細金貞實教育長が退任

9月30日（火）

平成l 1年10月1日の就任以来4年間

にわたり、市政及び市の教育振興に尽

力されてきた細金教育長の任期満了に

伴う退任式が行われました。

高
萩
市
が
開
催
会
場
と
な
っ
て

行
わ
れ
た
こ
の
大
会
。
市
内
チ
ー

ム
と
し
て
は
こ
の
種
目
で
初
め
て

優
勝
で
す
．
県
北
市
町
村
代
表
一

○
チ
ー
ム
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

「
開
催
地
な
の
で
上
位
の
成
績
を

残
し
た
か
っ
た
。
毎
日
練
習
し
て

き
た
か
い
が
あ
り
ま
す
」
．
と
主

将
を
務
め
た
関
美
代
子
さ
ん
（
写

真
前
列
右
）
・

現
在
の
会
員
は
一
○
人
。
二

月
一
二
日
に
大
洗
町
で
行
わ
れ
る

県
大
会
に
向
け
て
、
練
習
に
も
熱

が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

茨城県健康福祉祭

わくわくｽボｰﾂ県北絵

ゲートボールの部優勝

浜千鳥会
9月25日（木）

サンスボーツランド高萩
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一
募
集

▼
日
時
枢
月
５
日
一
金
一
午
後
１
時
訓
分
か

ら
３
時
訓
分
ま
で
。
▼
場
所
市
役
所
の
市

民
相
談
室
。
▼
相
談
員
茨
城
県
弁
護
士
会

所
属
の
弁
護
士
福
田
博
行
先
生
。
▼
定
員

６
人
〈
先
言
順
、
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い

る
人
の
み
）
。
＊
相
談
時
間
は
１
人
別
分
程

度
。
▼
申
込
枢
月
２
日
一
火
）
の
午
前
８
時

訓
分
か
ら
電
話
で
申
し
込
み
。
＊
こ
の
時
間

前
は
、
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
▼
問
合
せ
秘

書
課
丞
羽
１
７
３
２
０

▼
期
間
平
成
旧
年
３
月
配
曰
く
金
）
か
ら
３

月
別
日
一
水
）
ま
で
。
▼
派
遣
先
カ
メ
ハ
メ

ハ
学
園
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ
イ
州
）
。
▼

対
象
者
市
内
在
住
の
中
学
２
年
生
の
男
女

暮らしに役立つ無
料
法
律
相
談
の
相
談
者

第
朽
回
海
外
派
遣
事
業
の
参
加
壱

▼
日
時
枢
月
６
日
〈
土
）
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
。
▼
会
場
中
央
公
民
館
。
▼
参
加

費
１
０
０
円
。
▼
募
集
人
員
釦
人
。
▼

申
込
側
月
羽
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
み
。
▼
問
合
せ
中
央
公
民
館
孟
羽
ｌ
ｌ

ｌ
２
５

で
、
帰
国
後
も
国
際
交
流
協
会
の
活
動
に
参

加
で
き
る
人
。
▼
募
集
人
員
別
人
。
▼
参

加
費
９
５
，
０
０
０
円
。
▼
活
動
内
容

カ
メ
ハ
メ
ハ
学
園
の
生
徒
と
の
交
流
や
授
業

体
験
、
文
化
交
流
、
現
地
見
学
な
ど
。
▼
申

込
指
定
の
申
込
害
に
該
当
事
疽
室
作
文
あ

り
）
を
記
入
の
う
え
、
Ⅲ
月
配
日
（
金
）
ま
で

に
生
涯
学
習
課
へ
〈
期
限
厳
守
）
。
▼
選
考
日

枢
月
６
日
〈
土
）
午
前
９
時
か
ら
。
▼
問
合
せ

高
萩
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局
〈
生
涯
学

習
課
内
）
狂
羽
ｌ
ｌ
ｌ
３
２

▼
日
時
枢
月
艸
日
〈
日
）
午
前
旧
時
ス
タ

ー
ト
。
＊
小
雨
決
行
。
▼
コ
ー
ス
市
内
一

円
。
▼
対
象
中
学
生
、
高
校
生
、
｜
般
、

壮
年
、
女
子
。
▼
参
加
料
１
チ
ー
ム
３
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
（
中
学
生
は
１
，
０
０
０
円
）
。
▼

代
表
者
会
議
Ⅱ
月
朋
日
（
火
）
午
後
６
時
訓

分
か
ら
教
育
委
員
会
会
議
室
で
開
催
。
▼
申

込
申
込
書
に
参
加
料
を
添
え
て
、
川
月
川

曰
く
火
）
か
ら
剛
曰
く
金
）
ま
で
に
市
民
体
育
館

へ。▼問合せスポーツ振興課盆閉７０３６

第
唾
回
市
民
駅
伝
競
走
大
会
の
参
加
者

お
正
月
の
し
め
な
わ
作
り
の
参
加
壱

ー

▼
日
時
川
月
訓
日
〈
日
）
午
前
９
時
訓
分
か

ら
正
午
ま
で
。
▼
会
場
市
民
体
育
館
。
▼

内
容
ト
ラ
イ
ビ
ク
ス
（
楽
し
い
ボ
ー
ル
運

動
、
の
び
の
び
□
ｌ
プ
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
）
．
＊
当
日
は
、
運
動
の
し
や
す
い
服

装
、
上
靴
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
汗
拭
き
タ
オ
ル

等
を
お
持
ち
下
さ
い
。
▼
対
象
一
般
男
女

卵
人
〈
先
吉
順
）
。
▼
参
加
料
無
料
。
▼
講

師
手
具
健
康
体
操
ト
ラ
イ
ビ
ク
ス
講
師

佐
川
信
子
さ
ん
。
▼
申
込
何
月
恥
日
一
水
）

ま
で
に
市
民
体
育
館
云
羽
１
２
５
５
２
）
ヘ

電
話
で
申
し
込
み
。
▼
問
合
せ
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
猛
羽
１
７
０
３
６

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
▼
日
時
平
成

相
年
１
月
６
日
〈
火
）
午
前
Ⅱ
時
か
ら
。
▼
会

場
大
心
苑
森
の
ホ
テ
ル
。
▼
会
費
３
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
。
＊
当
日
払
い
。
▼
申
込
官
製

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
勤
務
先
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
枢
月
５
日
（
金
）
ま
で

に
〒
３
１
８
１
８
５
１
１
高
萩
市
本
町
１
１

１
０
０
１
１
高
萩
市
役
所
秘
書
課
宛
て
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

▼
問
合
せ
秘
書
課
盆
羽
１
７
３
２
０

人
権
週
間
〈
枢
月
４
日
〈
木
）
か
ら
扣
日

一
水
）
ま
で
〉
を
迎
え
、
無
料
の
特
設
人
権
相

第
Ｓ
回
特
設
人
権
相
談
会
の
相
談
吉

賀
詞
交
換
会
の
出
席
者

健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
参
加
者

ー

一
お
知
ら
せ

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
▼
日
時
枢
月
８
日

一
月
）
午
前
扣
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。
▼
会

場
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
▼
相
談
員
人

権
擁
護
委
員
と
水
戸
地
方
法
務
局
日
立
支
局

職
員
。
▼
相
談
内
容
い
じ
め
や
い
や
が
ら

せ
、
差
別
、
虐
待
な
ど
他
人
の
人
権
を
犯
す

行
為
に
つ
い
て
の
相
談
。
▼
問
合
せ
市
民

課
狂
羽
１
２
１
１
６

▼
日
時
川
月
朽
日
〈
土
）
・
柏
日
（
日
）
午
前

９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。
▼
会
場
市
民

体
育
館
・
中
央
公
民
館
ほ
か
。
▼
内
容
農

林
・
畜
産
物
や
商
工
業
品
、
工
芸
品
、
食
料

品
な
ど
の
展
示
即
売
、
常
陸
牛
コ
ー
ナ
ー
な

ど
。
杷
日
〈
日
）
は
特
別
イ
ベ
ン
ト
（
お
猿
の

曲
芸
、
ガ
マ
の
油
売
口
上
）
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
商
工
観
光
課
狂
路
１
７
３
１
６

高
萩
の
ぞ
み
大
学
と
幸
福
大
学
の

合
同
教
篝
講
演
会

▼
日
時
枢
月
３
日
〈
水
）
午
前
側
時
か
ら
川

時
測
分
ま
で
。
▼
会
場
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

▼
講
師
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

教
授
小
野
塚
知
二
先
生
。
▼
内
容
イ
ギ

リ
ス
と
日
本
の
食
文
化
に
つ
い
て
。
＊
｜
般

の
人
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
▼
問
合
せ

中
央
公
民
館
狂
羽
ｌ
ｌ
ｌ
２
５

､、〆

第
劉
回
高
萩
市
産
業
祭

､一〃
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▼
日
時
Ⅱ
月
柘
日
《
土
）
・
桁
日
（
日
）
午
前

９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。
▼
会
場
中
央

公
民
館
１
階
中
会
議
室
。
▼
内
容
「
正
し

い
知
識
で
住
み
よ
い
善
ら
し
」
を
テ
ー
マ
に

消
費
生
活
に
閨
す
る
各
種
資
料
の
展
示
な
ど
。

▼
問
合
せ
商
工
観
光
課
狂
四
１
７
３
１
６

秋
山
地
区
分
館
の

「
秋
の
収
穫
祭
と
運
動
会
」

▼
日
時
Ⅱ
月
皿
日
一
土
）
午
前
８
時
訓
分
か

ら
午
後
２
時
ま
で
。
＊
雨
天
の
場
合
は
、
Ⅲ

月
羽
曰
く
日
）
に
順
延
．
▼
場
所
秋
山
小
学

校
の
運
動
場
。
▼
内
容
芋
煮
会
と
分
館
対

抗
の
運
動
会
。
▼
問
合
せ
中
央
公
民
館
狂

３２
１
１
１
２
５

▼
日
時
Ⅱ
月
四
日
一
日
）
午
前
９
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
。
▼
会
場
松
岡
地
区
公
民
館
。

▼
内
容
学
習
活
動
の
成
果
発
表
、
展
示
コ
ー

ナ
ー
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
食
堂
開
設
、
日
用

品
バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
、
即
売
コ
ー
ナ
ー
。

▼
問
合
せ
松
岡
地
区
公
民
館
狂
叫
ｌ
Ｏ
４

２
４価

歳
以
上
の

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
へ

次
の
よ
う
な
人
は
、
福
祉
事
務
所
長
か
ら

認
定
さ
れ
る
と
所
得
税
お
よ
び
市
・
県
民
税

第
詑
回
み
ん
な
の
消
費
生
活
展

第
旧
回
松
岡
地
区
公
民
館
ま
つ
り

の
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
持
っ
て
い
る
人
は
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
該
当
す
る
人
①
寝
た
き
り
又
は
痴
呆
の

状
態
に
あ
っ
て
、
介
護
保
険
の
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
人
。
②
在
宅
介
護
慰
労
金
を
受

け
て
い
る
人
。
▼
認
定
方
法
介
護
保
険
要

介
護
認
定
情
報
、
在
宅
介
護
慰
労
金
支
給
台

帳
等
に
墓
づ
き
、
福
祉
事
務
所
長
が
認
定
し

ま
す
。
▼
申
請
手
続
本
人
又
は
親
族
（
本

人
の
同
意
が
必
要
）
の
人
が
福
祉
事
務
所
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
控
除
に

伴
う
税
の
相
談
↓
税
務
課
狂
四
１
２
１
１
５
。

認
定
の
申
請
手
続
き
↓
福
祉
事
務
所
狂
四
Ｉ

７
０
３
０

日
立
市
内
の
高
速
道
路
料
金
を

半
額
以
下
に
割
引
き
し
ま
す

茨
城
県
と
日
立
市
は
、
国
土
交
通
省
や
日

本
道
路
公
団
、
茨
城
県
道
路
公
社
な
ど
の
協

力
を
得
て
、
日
立
市
内
の
交
通
混
雑
緩
和
や

沿
道
環
境
の
改
善
な
ど
を
主
な
目
的
に
、
Ⅲ

月
か
ら
１
カ
月
間
、
高
速
道
路
の
料
金
割
引

き
に
閏
す
る
実
験
を
行
い
ま
す
。

▼
割
引
期
間
平
成
相
年
刊
月
仰
日
（
月
）

午
前
０
時
か
ら
枢
月
㈹
日
一
水
）
正
午
ま
で
。

▼
割
引
区
間
と
車
種
常
磐
自
動
車
道
の
次

の
３
還
り
の
区
間
の
み
を
利
用
す
る
自
動
車

〈
全
車
種
）
。
①
日
立
南
太
田
‐
日
立
中
央
。

②
日
立
南
太
田
‐
日
立
北
。
③
日
立
中
央
‐

日
立
北
。
▼
割
引
料
金
自
動
車
の
種
類
を

限
定
せ
ず
に
、
原
則
半
額
。
＊
日
立
中
央
イ

ー

ン
タ
ー
チ
エ
ン
ジ
で
出
入
り
す
る
場
合
に
は
、

日
立
有
料
道
路
の
通
行
料
金
も
半
額
と
し
ま

す
。
▼
割
引
料
金
例
〈
普
通
車
）
①
日
立

南
太
田
‐
日
立
中
央
５
５
０
円
↓
２
５
０
円
。

②
日
立
南
太
田
‐
日
立
北
６
５
０
円
↓
３
０

０
円
。
⑧
日
立
中
央
‐
日
立
北
４
５
０
円
↓

２
０
０
円
。
▼
問
合
せ
日
立
地
区
常
磐
自

動
車
道
社
会
実
験
推
進
協
議
〈
｜
要
日
立
市
役

所
都
市
政
策
課
内
）
狂
０
２
９
４
皿
３

１
１
１
〈
内
線
２
７
０
，
２
６
１
）
ま
た
は
盆

０
２
９
４
１
別
ｌ
Ｏ
１
４
１

鈴
木
玄
淳
は
、
１
７
０
３
年
に
十
王
町
で

生
ま
れ
、
高
萩
市
下
手
綱
で
私
塾
を
開
き
、

郷
土
の
教
育
に
尽
力
し
た
人
で
す
。
高
萩
出

身
の
地
理
学
者
長
久
保
赤
水
も
玄
淳
に
学
ん

だ
一
人
で
し
た
。
玄
淳
の
生
誕
３
０
０
年
を

記
念
し
て
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
玄
淳
に

閨
す
る
資
料
を
展
示
し
た
コ
ー
ナ
ー
を
作
り

ま
し
た
。
▼
日
時
開
催
中
～
Ⅱ
月
訓
日

一
日
）
ま
で
。
午
前
９
時
訓
分
か
ら
午
後
５
時

別
分
。
＊
月
曜
日
休
館
〈
川
月
３
日
は
開
館
）
。

▼
入
館
料
無
料
。
▼
問
合
せ
歴
史
民
俗

資
料
館
狂
羽
１
７
２
２
９

住
宅
需
要
実
態
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

国
土
交
通
省
で
は
ゞ
都
道
府
県
、
市
町
村

の
協
力
の
も
と
に
枢
月
１
日
〈
月
）
、
全
国
各

地
に
お
い
て
平
成
相
年
住
宅
需
要
実
態
調
査

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

鈴
木
玄
淳
資
料
展 ー

年
金
受
給
者
等
に
対
す
る

不
審
電
話
に
ご
注
意
を

最
近
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
を
名
乗
っ

た
り
、
社
会
保
険
に
関
係
あ
る
か
の
よ
う
な

架
空
の
団
体
名
で
「
年
金
の
払
い
過
ぎ
が
あ
っ

た
の
で
、
指
定
の
口
座
に
振
込
む
よ
う
に
。

振
込
ま
な
い
場
合
、
次
回
の
年
金
支
払
い
を

停
止
す
る
」
と
い
っ
た
電
話
や
、
「
医
療
費

の
払
い
戻
し
や
社
会
保
険
の
手
続
の
た
め
手

数
料
が
必
要
」
と
訪
問
す
る
な
ど
の
事
例
が

全
国
的
に
起
き
て
お
り
、
被
害
も
発
生
し
て

い
ま
す
。
※
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
指
定

口
座
に
現
金
の
振
り
込
み
を
依
頼
し
た
り
、

社
会
保
険
の
手
続
の
た
め
の
手
数
料
と
称
し

て
現
金
を
徴
収
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
茨
城
社
会
保
険
事
務
局
日
立
事

務
所
狂
Ｏ
２
９
４
１
別
１
２
１
２
５

５
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
お
り
、
内
容
は
現
在

お
住
ま
い
の
住
宅
や
住
宅
の
周
り
の
環
境
に

つ
い
て
の
満
足
の
度
合
、
住
宅
の
住
み
替
え

や
改
善
の
意
向
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
も
の
で

す
。
全
国
で
約
佃
万
世
帯
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
が
、
本
県
で
は
、
無
作
為
抽
出
し
た
約

５
，
４
０
０
世
帯
に
調
査
を
お
願
い
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
川
月
叫
日
（
月
）
か
ら

枢
月
７
日
〈
日
）
ま
で
の
間
、
都
道
府
県
知
事

が
任
命
し
た
統
計
調
査
員
が
、
対
象
と
な
っ

た
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す

が
調
査
票
の
記
入
に
ご
協
力
下
さ
い
。
▼
問

合
せ
高
萩
市
建
築
課
狂
羽
１
７
０
３
２
ま

た
は
茨
城
県
住
宅
課
猛
０
２
９
３
０
１
１

４
７
５
４
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黙
JJ蕊嘱謬蟻 秋季全国火災予防運動

11月9日旧)～15日(土）

驚鐡弓舞譲割
｢その油断火から炎へ災いへ」裁篭

蕊既のぺｰジｪﾝﾄINたかはぎ2003」
○内容駅前ロータリー内をピラミッド

のイルミネーションで飾ります。

○点灯式 1 1月29日(土)午後6時

○会場イトーヨーカド－前広場

○点灯期間 1 1月29日（土)～平成16

年1月10日(土)の日没から午後11時。

●問合せたかはぎページェントクラブ

事務局藤枝伸夫さん悪22-2103

地域通貨シンポジウム

′蝿

が育て交流ひろば○日時 1 1月26日（水）午後1時～4

時30分まで。

○会場常陸太田市生涯学習センター

「ふれあいホール」

○参加費無料(300名まで入場可能)。

○テーマ 「コミュニティーの再生と地

域経済の活性化のために」

○内容経済アナリストの森野栄一先

生による講演や地域通貨実践者によ

るパネルディスカッション。

●申込・問合せ （財)グリーンふるさ

と振興機構まで電話かFAXで申し

込んで下さい。 冠0294-72-2266

FAXO294-72-7366

○日時 1 1月26日(水)午前9時30分か

ら正午まで。

○会場総合福祉センター

○内容子育て支援講演会や育児相談

コーナー(要電話予約)など。

○対象就学前の子とその家族など。

●問合せ日立保健所地域保険推進

室君0294-22-4189

鍵

国の教育ローン
設虫恥

懲測野楽歩会第3回｢山の写真展」○対象者高校、大学、專修学校など

に入学･在学する人の保護者や学生。

○融資額学生1人につき200万円以内

○利率年1 .65％(固定金利)＊平成15

年1 1月10日現在

○返済期間 10年以内(在学期間中の

元金据置きもできます）

○返済方法毎月元利均等返済(ボー

ナス月の増額返済もできます。

●問合せ国民生活金融公庫日立支店

恋0294-24-2451

○日時 1 1月15日（土） ・ 16日（日）午

前9時～午後5時(16日は午後4時）

○会場市民センター3階

○内容和野地区を中心に山歩きを楽

しんでいる会員の写真展

●問合せ和野楽歩会関根英一さん

召22-4674

患[県北ふれあい音楽祭｣観覧者募集
百戸

○日時 1 1月30日（日）午後1時から午

後4時30分まで。

○会場北茨城市民ふれあいセンター

（北茨城市磯原本町2-5-15）

○内容 「ダ・カーポ」によるミニコン

サート、合唱団発表など。

○観覧料無料(事前申し込み必要）

○募集人員約200名

○申込方法往復はがきに代表者の住

所･氏名･連絡先、観覧希望人数を記

入の上、 1 1月18日（火）必着で実行委

員会事務局宛て申し込み。

●問合せ県北広域圏交流事業実行委

員会事務局（日立市役所企画課内）

〒317-8601 日立市助川町1-1-1

50294-22-3111(内線349)

男女共同参画の意識調査にご協力を

身総害者を対象とした
､:配 ' ，、 ､

平成15年度茨城県職員採用選考

男女共同参画社会を考えている

｢ハーモニ－たかはぎ」では、 この

たび高萩市の実態を把握したいため

アンケート調査の実施を考えており

ます。 1 , 000人の方(無作為)に、 ア

ンケート用紙の入った封筒を1 1月下

旬に発送しますので、 こ協力をお願

いします。

●問合せ 「ハーモニ－たかはぎ」

黒澤みのりさん恋24-3017

○受付期間蟇集中～1 1月18日(火)ま

で

○選考日 1 1月30B(日）

○採用予定人員事務3名程度

○受験資格自力により通勤でき、介

護者なしに事務職としての職務の遂

行が可能な方で次の条件を満たす人。

①昭和48年4月2日～昭和61年4

月1 日までに生まれた人。②身障手

帳1～4級までの人。③通常の勤務

時間(週40時間)に対応できる人。④

活字印刷文による出題に対応できる

人。⑤茨城県内に住所を有する人。

●問合せ・詳細茨城県人事委員会事

務局召029-301-5549

L"

○とき 12月13日(土)午前9時～

○ところウエディングパレス白浜(北茨城市関南町）

○内容野口雨情の民謡「磯原節」を保存伝承するための大会。

三味線、尺八の伴奏で自慢ののどを披露します。

●問合せ北茨城市商工観光課窓43－1 1 1 1（内線363）

善意繊霧 ､鑓鍔縁
"

○とき 12月14日(日)午後4時開演(午後3時30分開場）

○ところゆうゆう十王･Jホール ○入場料3,000円

○出演者大沢可直(常任指揮者）
○ゲスト古都清乃、吉田正記念オーケストラ45名

○内容広＜大衆に愛されてきた「吉田メロディー」をオーケストラでご堪能ください。

●問合せゆうゆう十王．Jホール君32－71 11

ありがとうございました

※社会福祉協議会へ

． （故)横場武夫さん(東本町）

100, 000円

. （故)宇佐美清凱さん(安良川）

100, 000円

・高萩市カラオケ望み会 30, 000円

。 （株)サンユーストアー秋山店

169, 318円

． （株)サンユーストアー手綱店

242, 864円

東海村 第9回東海|～MOのまつり
○とき11月23日(日)午前9時～午後3時30分
○ところ東海文化センター

○内容いも菓子実演販売コーナー、東海風お好み焼き試食コーナー、いものつ

かみ取りをする「ジヤンジャンどり｣、キャラクターショーなど。

●問合せ東海|～MOのまつり運営協議会窓O29-282-1711(内線1438)
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北茨城市 平成15年磯原節大会

十王町 吉田正記念オーケストラｺﾝｻｰﾄ｢吉田メロディー哀愁のストリングス」



■平成15年度スポーツ少年団秋季親善野球大会

□とき 10月12日（日） ・ 13日（月）

□ところサンスポーツランド高萩・市営野球場

口参加チーム 7チ ム

［侭勝］ 松原野球スポーツ少年団A

［準優勝］ 島名中央野球スポーツ少年団A

［第3位］ 松原野球スポーツ少年団B

ツ振興課からの

せB23-7036

スポーツの結果(敬称略）

;"霞 高萩市民患誉 褒
■兼第55回市目ソフトテニス大会

□とき 10B12B(B) □ところ高浜運動広場テニスコート ロ参加チーム 106チーム

鵜職静第3位
黒沢（一般)／長谷川

富田（高萩レ)／高橋

高橋（高萩ク）／砂口

蕊灘鰄謝
豊田（高校生）

飛田（高萩レ）

及川（高萩ク）

鴬： :#"J鷲，
鴬、

一般男子‘の部

鍵議驚準優勝繍灘鍵
吉田 ・村田 （高萩ク）

鍵灘“｛憂漁,勝欝蝋
植村・松尾（高校生） 岼

一
離

誇
細
一
詔

佐藤･熊谷(高萩レ） ｜島田･渡辺(一般・高萩レ）
関口.杉浦(高萩ク） ｜山出 ．瀬戸（高萩ク）

一般女子の部

壮年の＃部

新妻（高萩）／皆川・柳沼（十王）

弓野（十王）／作間・神保（十王）

駒木根熊谷(十王） 草地

樫村増渕(十王) |江尻

中学生男子の部
一再－ローーー

中学生女子の部

王
王

十
十

ｌ
ｌ

原
田

中

吉
日ヨ

熱一

高萩ク ：高萩クラブ 高萩レ；高萩レディース

■兼第29回市目バレーボーノし大会

□とき 10B12B(B) □ところ市目仙育館 口参加チーム 14チーム

第3付準優勝

オ － ハ － し ブ

ウ イ ン ズ

優 勝

男子の部

女子の部

役
一
好

所

云
云

吉
同
一
古
同

一
秋
二
秋

市
愛

桃

高

T A R O

萩 愛 好 会 A

■兼第27回市呂バドミントン大会

□とき9月28日(日） □ところ．市目伽盲館 口参加チーム 20チーム

第 3 付準優勝

大徳 崇順・荒木 敏勝

灘"‘灘警‘‘ ’ 優
男子一部 小川原英樹

勝

渡辺 博之 恭太

秀広

浬
一
秤

幟

鐘

小野

鈴木男
一
男
一
女

中戸川幸雄・ 中戸川 武部
一
部
一
部

彗
口
準

峠

根本

堀江

一毛

子
一
子
一
子

蝿

Ｍ
一
龍

酔
一
居

鋸

一
一
一

一

一

》

一 貴
子

雅
浩

禎

榮子

筆

割

植木 健一

磯野ゆかり

京谷

菊池

鋼
一
審

福田

松本
ー

■兼第2今回市目卓球大会

□とき 10月19B(B) □ところ市目伽育館 口参加者 216人（95組）

灘灘鱗繍蕊灘 優 勝

下山田光一（久慈ダム）

阿内 緑（婦人クラブ）

小林・斉藤（高萩クラブ）

優 勝

光一（久慈ダム）

緑（婦人クラブ）

斉藤（高萩クラブ）

下山田

阿内

小林

鈴木（婦人クラブ）

穴企F

弟準
一
祐
一
希

優勝

輔(高萩クラブ）

美(高萩高校）

3位

諭(高萩クラブ）男子シングルス：

女子シングルス：
< :;: ": ､.､ .､ ､

男子ダブ？ ｡”｡鼠■面
, ,印 噌●､

女子ダブルス" 阿内

笹本小林

水野 良
柴
豐■

野
“
込

子（婦人クラブ）

田（高萩クラブ）

島（婦人クラブ）

小
一
東
一
苅

熊谷。笹本（高萩クラブ）

村上･前田(秋山 中）

謡

辞

琴
・
蝿
”

Ｆ

甜

曾

，

＃

や

‐

＃

ｒ

鞭

や
＃
Ｆ
‐
漁
↓
罫
，
ｆ
『
』
’
↓
・
嫌
”
函
》
Ｉ
垂
惚

愛吟壷降､輩烏へ．溌斗潅舞 議捌 ､ 漣:扇; 逢梯､､鵡跨､･湧瑳溺斗ツベ霊L1リベ慧偽-､ 鎚賠童 重野-通､>霊湧別､惣蜂､篭舞塗蜂壷喋 息溌蝶-壗塗吟､壷似 ､蕊,;簾> 薮 ,､､壷';露ｼ

第36回仙力つくり市呂歩く会

10月13日(月）

■兼第24回市呂ソフトボーノL大会

□とき 10月5日（日）･12日（日）

□ところ高浜運動広場

口参加チーム 13チーム

［侭勝］ 高浜モットローズ

［準優勝］ ささらソフトクラブ

［第3位］ 読売倶楽部

［第3位］ 石滝サンマリン

体育の日|こ行われたこの歩く会

も今年で36回目。市役所から花貫

ふるさと自然公園間を往復する約

17kmのコ スには家族やグループ

など250人が参加しました。
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乃剛7陥恥 無料の椙談
(市内に住所を有する人が対象です）

行政相談脅灘灘驚蝋；ﾌｧﾐ11-ｺンサート
日時：: ; :11月13日（木） ・27日(木) 、

､ ､ ､ ' : ､ '

午後1時～3時／市民相談室／相

談員：鈴木清相談員

●秘書課念23-7320

〈家庭児童相談（予約制）
日時：毎週火曜日の午後1時～3

時／場所：総合福祉センター内の

相談室／相談員・家庭児童相談員

●福祉事務所念23-7030

毎
年
、
秋
恒
例
の
コ
ン
サ
ー

ト
．
家
族
連
れ
な
ど
約
五
○

○
人
が
会
場
の
文
化
会
館
に

来
場
し
ま
し
た
．
演
目
は
ア

｜
｜
メ
音
楽
、
そ
し
て
今
年
が

テ
レ
ビ
放
送
開
始
五
○
周
年

を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
新
旧

の
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
な
ど
．
会
場

の
み
な
さ
ん
は
、
奏
で
ら
れ

る
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
秋
の
一
日

を
楽
し
み
ま
し
た
。

交通事故相談

日時:月今金曜日､午前9時～午後
, . 、, ﾐ , > X増､ '､ ' ､

4時30分Z場所:水戸合同庁舎1階

●中央交通事故相談所毎029-233-5621
第12回ﾈｲ千ヤーケーム 譲驚

楽
し
み
な
が
ら
自
然
と

ふ
れ
あ
い
、
体
験
を
通
し

て
人
と
自
然
と
の
つ
な
が

り
を
実
感
・
共
感
す
る
心

を
育
て
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
．
こ
の
日
は
全
国
一
斉

に
開
催
さ
れ
、
市
内
で
は

森
林
公
園
が
会
場
と
な
っ

て
小
学
生
な
ど
二
○
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

〈心配ごと相談（予約制） 〉
日時：毎週木曜日の午後1時～3

時／場所】総合福祉センター

＊11月27日(木)が弁護士による法

律相談日

当日の午前8時30分から受付開始

●社会福祉協議会冠23-8341

L コ

補装具の巡回相談

日時: ■11月回8日(金)午前9時~11
． ， ． 、 漉・ ､ 、 、 ､ ． 、〕 、

時30分万場所:総合福祉センター

●福祉事務所.窓23-7030
1轆議

蕊1℃Iil I

精神クリニック（予約制）

日時： 11月12日(水) ・ 19日（水） ．

26日(水＊痴呆) ・ 12月3日（水） 。

10日（水）午後1時～3時／場所:．

日立保健所

●日立保健所毎0294-22-4196

こころの相談（予約制）

日時： 12月5日(金)午前10時～正

午／場所:総合福祉センター内の

相談室ﾉ租談員:精神科医と保健師
､, 配 ' 亀,､ ､観､く :'> ､串． ,､ '

●健康づくり課念24-2121－1:一協同病院で病院祭灘灘溌蕊鰯 高萩市障害者の集ﾙ1議灘驚灘灘
る合舞演アニ加種祉会
なわ踊奏シ人し団セな市

市

身
体
障
害
者
福
祉
協
議

会
な
ど
が
主
催
し
て
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
各

種
団
体
な
ど
二
六
○
人
が
参

加
し
ま
し
た
．
障
害
を
持
つ

二
人
の
体
験
発
表
後
、
ピ
ュ

ア
シ
ヤ
イ
ン
の
ハ
ン
ド
ベ
ル

演
奏
が
あ
り
、
続
く
民
謡
・

舞
踊
の
発
表
で
は
、
踊
り
に

合
わ
せ
て
手
拍
子
が
打
た
れ

る
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
催
し
に
は
、
健
康
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
お
お
ぜ
い
の
み

な
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
．

医
師
に
よ
る
講
演
会
を
は
じ

め
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
や

模
擬
店
・
バ
ザ
ー
も
開
か
れ
、

訪
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
健
康

を
確
か
め
な
が
ら
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

人権相談

日時：毎週木曜日の午前10時～午

後3時／場所：水戸地方法務局日

立支局／相談員：人権擁護委員

●水戸地方法務局日立支局窓0294-21-2253

〈消費生活相談

消費生活に関する苦情や相談 苧

＊随時電話で受け付け。

O消費生活ｾﾝﾀｰ雷0292256"5：
鱗議鍵蕊譲議議鍵嬢鱗蕊繍灘
日時1 1月11日(火) 、 11月25日(火）

12月9日(火)午前1 1時20分～11時

40分/場所:市役所第2庁舎東側

●生活環境課冠23-7031

蕊蕊驚蕊蕊鶯蕊駕篭騒騒蕊遡騒識弾jl
密9日旧)16日旧) 23日旧1

24日（月） 。30日旧）

“1日(月) 6日(土) 7日（日）
●花貫クリーンセンター窓22-4318

｝
ス
ー
ん

爪
小
山
ダ
ム
の
堰
堤
が
完
成
し
ま

し
た
。
さ
す
が
に
県
内
最
大
規
模

と
な
る
だ
け
に
迫
力
を
感
じ
ま
す
．

堰
堤
内
部
に
は
人
の
通
る
ト
ン
ネ

ル
が
あ
り
、
完
成
後
に
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
壁
か
ら
染
み
出
る
水
量
や
、

ダ
ム
の
強
度
な
ど
を
定
期
的
に
点

検
す
る
そ
う
で
す
。
周
囲
の
山
々

は
頂
上
付
近
か
ら
紅
色
が
つ
き
始

め
て
い
ま
し
た
。
キ
ノ
コ
や
山
菜

が
採
れ
る
と
聞
き
ま
す
。
廓
咽
■

柵
仙
栗
三
年
柿
八
年
と
言
い
ま
す

が
、
我
が
家
の
高
さ
一
メ
ー
ト
ル

に
も
満
た
な
い
柿
の
幼
木
に
三
つ

の
実
が
な
り
ま
し
た
。
今
年
植
え

た
ば
か
り
で
割
り
箸
ほ
ど
の
太
さ

し
か
な
い
幼
木
の
枝
に
、
あ
ま
り

に
も
普
通
に
実
っ
た
柿
。
見
事
に

熟
し
、
そ
の
重
さ
で
枝
が
折
れ
そ

う
に
な
っ
た
の
で
収
穫
。
一
年
目

に
し
て
で
き
た
予
想
外
の
秋
の
味

覚
は
、
な
ん
と
甘
柿
で
し
た
。
■
師
山

14



溌蕊譲蕊蕊議鶴

松岡中学校稲ﾒﾘll灘議蕊蕊蕊君田小学校の脱穀欝溌溌灘蕊 淵
学
校
で
も
、
敷
地
内
に
あ
る
風
の

ち
子
水
田
か
ら
収
獲
し
て
天
日
乾
燥

松
岡
中
学
校
の
学
校
田
で
稲
刈

り
作
業
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
．
■
班

獲
ご
と
に
ま
か
さ
れ
た
面
積
を
協
力

収
し
て
手
刈
り
し
、
稲
を
束
ね
る
作

を
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
．
君
田
小

実
ま
し
た
．
ど
ち
ら
の
学
校
で
も
、

の
こ
の
秋
の
実
り
は
も
ち
に
さ
れ
て

秋
「
た
つ
ご
祭
」
と
「
君
小
ま
つ
り
」

も
さ
せ
た
稲
を
、
昔
の
農
機
具
を
使

く叩
ぃ
全
校
児
童
が
参
加
し
て
脱
穀
し

で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

食
べ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

駅周辺で莞↓l出し市
L三

協
議
会
が
開
い
た
「
で
こ
市
ま
つ
り
」
．
参
加

し
た
市
内
の
商
店
や
農
家
か
ら
の
商
品
が
並
べ

ら
れ
賑
わ
い
ま
し
た
．
ま
た
、
市
商
工
会
胄
年

部
が
ハ
ー
モ
’
’
１
パ
ー
ク
で
開
い
た
「
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ｈ
」
（
写
真
）
で
は
零
衣
類
を
中
心

に
手
作
り
商
品
な
ど
も
並
び
、
多
く
の
み
な
さ

ん
が
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
．

年
に
一
○
○
万
人
以
上
の

観
光
客
が
訪
れ
る
と
い
う
長

野
県
小
布
施
町
か
ら
、
枡
一

市
村
酒
造
場
と
ク
リ
菓
子
製

造
の
小
布
施
堂
を
経
営
す
る

市
村
次
夫
社
長
を
講
師
に
招

い
て
開
か
れ
ま
し
た
．
会
場

と
な
っ
た
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
夢
蒼
塾
が
目
指
す
活

気
の
あ
る
ま
ち
、
市
内
の
歴

史
遺
産
と
文
化
を
生
か
す
参

考
に
し
よ
．
う
と
、
熱
心
に
聞

き
入
り
メ
モ
を
取
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

;鶴灘獣蕊
･鷺識親子登山教室 #蕊蕊蕊蕊 'ｿ7ｴｽﾃｨパﾙ

里ゴ

サ
ン
ス
ポ
ー
ッ
ラ
ン
ド
高
萩

を
会
場
に
開
か
れ
、
高
齢
者
や

家
族
連
れ
な
ど
約
四
○
○
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
親
子
が
協
力

し
て
輪
投
げ
や
ペ
タ
ン
ク
な
ど

を
楽
し
み
ま
た
高
齢
者
が
指

導
者
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
接

す
る
な
ど
、
世
代
を
超
え
た
ふ

れ
あ
い
が
あ
り
ま
し
た
。

登
山
道
が
整
備
さ
れ
手
軽

な
登
山
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ

た
土
岳
の
頂
上
を
目
指
し
、
こ

の
教
室
に
は
約
七
○
人
の
親
子

が
参
加
し
ま
し
た
．
好
天
に
惠

ま
れ
、
ゞ
頂
上
か
ら
の
パ
ノ
ラ
マ

景
観
と
け
や
き
平
キ
ャ
ン
●
フ
場

で
の
昼
食
を
楽
し
み
ま
し
た
．息

仏
撚
Ｌ
響

溌蕊謹蕊

まちの情報をお寄せください高萩市市民憲章昭和49年制定

し市役所秘書課自然をたいせつにい'芸しいまちをつくりましょう｡:"f

きま■りを守り、明るいまちをつくり’まLよう。 ゴ ､

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

思いやりのある､あたたかいまちをつ‘くりましょう。 :

１
１
Ｊ
討
司
１
１
４
、
，
ｄ
Ｉ
ｌ
ユ
ｑ
Ｉ
Ｉ
ユ
、
引
Ｉ
Ｉ
Ｊ

竃23 7320 FAX24 4653

電子メールアドレス hisho@city.takahagi.ibaraki.jp

市政案内(日曜緊急医療当番医など)テレフォンサービス

｜ 狂23－1 151， 23－1 152

火災・災害情報案内●市制施行 昭和29年11月23日

B24-OO19
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甑趣J鰡爵染
鱗』

〔写真と文〕写真左から井坂英明さん(島名）
ゅいち

鈴木諭一さん（同）

中央公民館で活躍する写真倶楽部の会員です。

鰯雲直霊所

市内に数か所ある野菜直売所は新鮮な

季節の野菜をはじめ､生花や海産物、漬

物や味噌などの加工品を扱っているとこ

赤浜の農家の主婦たちが「新鮮野菜販売所」を始めて17年になり

ます。野菜の種類や品数も豊富なこの季節は、店内も活気にあふれ

ています。会員'8人の主婦たち|の親しみある接客も好評です。正

月には1週間ほど休みになりますが、あとは年中無休。午前中のみ

営業ですが、早々に品物が売り切れてしまうこともあります。会

の鈴木冨子さんをはじめ会員のみなさんは、今日も笑顔で新鮮な

菜をお届けしています。

ろもあり、スーパーや八百屋さん顔負け

の品そろえとなっています。地元だけで

なく市外からも固定客が訪れています。

の
長
野

ー

鼠饗~…

勘日曜緊急医療当番医です蝋
〔時間〕午前9時～午後4時

11月I
日病院･医院名(所在地） 電話

2日諸原産婦人科医院(高戸） （23)31 13

9日論酬露馴棚！
16日やすらぎの丘温泉病院|下手綱I （24) 1212

23日高萩協同病院(安良川） （23) 1 122

30日内田医院(大和町1 {22)2137

12月1
も; ¥

日病院･医院名(所在地） 電話

7日石医院|東本町） （23) 171 1

息
q

麺

鴬
蕊■

駕鰯jI |蟻醗 鰭

~画

患、認
蓬息

一簿

姓…銅

職 茎

口

管
51

;Ww";
判

諒､域

謬
侭
ー

14日副溺隠開王剛 (32) 3232
’23) 3100

21日松岡クリニック(下手綱) (22) 1000

28日たばたクリニック(高戸） （20)5511

鰯雲
ー

匹要

と
遊
ぶ

ゆう と

國井文雄さん(春日町)と､孫の雄斗<ん

定年後は好きなホエエ作や、盆栽を楽しお

かたわら、愛車で孫の碓斗くんを毎日保育園

まで送迎しているそうです。 「迎えに行つだと

きの孫の笑顔が何とも言えませんね」と國井

閻辮鰄上,鋤7"0人(-,3）
※（ ）は前月比

霞'2,094世帯(-副’ さん。電車か六n子きな碓斗ぐんとは、雨の日

以外は電車か通るのを毎日一緒に貝ているそ

うです。他に壱二人のお孫さんを毛つ國井さ

んは「みんな素直で元気に育ってくれれば」

と話しています。

働月の櫛し納期限は,2月旧(月)です＝
｜※国民健康保険税(第6期）
｜※介護保険料(第3期）

｜ ※口座振替は'1月25日(火)です。

市報危かはぎNo.525

NOVEMBER

○ホームページhttp://www
○携帯対応版http://www

で冒講簾総認削蝋” 鳫驚"瞳,洲Ⅲ
http://wwwcitytakahagijbarakijp ○電子メールhisho@city.takahagijbarakijp ;望鯉鳥離§巖'鰐
http://wwwcitytakahagijbarakijp/i/ 油｣ｲﾝｷを使用しています。
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